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未来即ち現在 

  ヨウ・ウビ 

みなさんこんにちは、本日は『未来即ち現在』というテーマでお話しします。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

皆さんにとって、未来とはいつですか？ 5 年後、10 年後、それとも明日？ 私の答え

は今です。 

未来を予測することは誰にもできませんが、現在を把握する事はできます。私はそれ

を大学の先生から教わりました。 

高校時代、一生懸命勉強してようやく大学の入学試験に受かりました。自由な大学

生活に憧れて色々な活動に参加しました。日本語を専攻としていましたが、勉強は怠け

ていました。 

ここだけの話、大学 3 年生のとき、成績がクラスで最下位になってしまいました。振り

返ると、自分の専攻に真剣に取り組んでいなかったことに気付きました。先生から卒業

するまでに N1 という日本語能力試験に合格するように言われていました。 

当時の私は、このままだと N1 を取れず、先生の期待に応えられないだけでなく、日

本で勉強したくても良い大学に行けないのではないかと考えました、だんだん不安にな

り、自分の未来は流れに身を任せるしかないのかと落ち込みました。 

それで、私は先生のところに謝りに行きました。。 

!"先生、申し訳ないです。卒業までに N1 の資格を取ることは難しそうです。本当にすみ

ません。” 

先生は私に「何を言っているの？」ととても不思議そうに答えました。「楊さん試験を受

けた？ 今、自分が何をしているべきだと思う？ 楊さんは今、私に謝るのではなく教室で

試験の勉強をしているべきじゃない？」 

そして、先生は、「未来を予測することは誰にもできないよ。でも、現在を把握する方

法はある。 心を入れ替えて、今やるべきことをやっていけば、きっと努力が実を結ぶから

ね」と話してくれました。 

それから毎日計画を立て、試験と留学の準備を一歩一歩すすめていきました。結果、

N1 にいい成績で合格しました。さらに、先生の推薦で市の日本語スピーチコンテスト

に大学代表として参加し、最終的には、日本語の授業で最下位であった私でしたが、

最優秀賞をもらえました。 その時、何事にも遅すぎるということはなく、焦らずに自分の

行きたい方向に一歩一歩進んでいけば、必ず答えがあると気づきました。 
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「木を植える最も良い時期は、20 年前である。次にいい時期は今である。」という名

言が私は大好きです。 

皆さん、過去には戻れません。時計には、「今」という時間しか表示できませんね。取

り返しのつかない今を大切にしましょう、なぜなら、未来即ち現在なのです。 


